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	第１条 本協定は、本事業に関し、　　　グループが落札者として決定されたことを確認し、組合と　　　グループ及び　　　グループの設立する特別目的会社（以下「特別目的会社」といい、　　　グループと特別目的会社を総称して「事業者」という。）の間において、本事業に係る基本事項について定める基本契約（以下「基本契約」という。）並びに基本契約に基づく本事業に係る設計・建設工事請負及び運営・維持管理業務委託についての各契約（以下総称して「特定事業契約」という。）を締結することを目的として、それに向けての組合及び　　　グループ双方の義務について必要な事項を定めることを目的とする。
	第２条 組合及び　　　グループは、特定事業契約の締結に向けて、それぞれ誠実に対応するものとする。
	第３条 　　　グループは、本協定締結後速やかに、会社法（平成17年法律第86号。その後の変更を含む。）に定める株式会社として、本事業の遂行のみを目的とする特別目的会社をあきる野市、日の出町又は檜原村のいずれかに設立し、その商業登記簿履歴事項全部証明書及び現行定款の原本証明付写しを組合に提出するものとする。　　　グループは、特別目的会社の本店所在地が変更される場合、特別目的会社をして、組合に対し、事前に書面で通知させるものとする。ただし、　　　グループは、特別目的会社をして、特別目的会社の本店所在地をあきる野市、日の出町又は檜原村のいずれか以外の土地に移転させないものとし、かかる本店所在地の変更に係る定款変更議案に賛成しないものとする。
	第４条 　　　グループは、本協定の終了に至るまで、組合の事前の書面による承諾がある場合を除き、その保有する特別目的会社の株式を第三者に譲渡し、担保権を設定し又はその他の処分をしないものとし、　　　グループ以外の第三者に対し、新株又は新株予約権の発行その他の方法により資本参加を認める場合には、組合の事前の書面による承諾を得るものとする。
	第５条 組合及び　　　グループは、自らかつ特別目的会社をして、本事業に係る全ての特定事業契約の仮契約を、本協定締結後、平成23年2月中旬を目途として、西秋川衛生組合議会に対する特定事業契約の承認等に係る議案提出日までに、組合と特別目的会社間で締結せしめるものとする。
	第６条 特定事業契約成立前であっても、　　　グループは、自己の責任及び費用で本事業に関して必要な準備行為を自ら行い又は特別目的会社をして行わせることができるものとし、組合は、必要かつ可能な範囲で事業者に対して協力するものとする。
	第７条 事由の如何を問わず基本契約が締結に至らなかった場合には、本協定に別段の定めがない限り、既に組合及び　　　グループが本事業の準備に関して支出した費用は各自の負担とし、相互に債権債務関係の生じないことを確認する。
	第８条 本協定の有効期間は、本協定が締結された日を始期とし、基本契約が成立した日を終期とする期間とし、当事者を法的に拘束するものとする。
	第９条 組合及び　　　グループは、本協定又は本事業に関連して相手方から秘密情報として受領した情報を秘密として保持して責任をもって管理し、本協定の履行又は本事業の遂行以外の目的でかかる秘密情報を使用してはならず、本協定に別段の定めがある場合を除いては、相手方の事前の承諾なしに第三者（特別目的会社を除く。）に開示してはならない。

